
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普及センター 

第２１５号 令和７年４月 24日発行  

盛岡農業改良普及センター 

盛岡市内丸１１－１ 盛岡地区合同庁舎 4階 

TEL 019-629-6726 FAX 019-629-6739 

 

                    盛岡農業改良普及センター所長 荻内 謙吾 
（おぎうち けんご） 

 

すっかり暖かくなり、春たけなわを実感する毎日です。皆様には昨年来、日々農作業

に勤しみながら地域の務めを果たす姿に接し、敬意の念を新たにしています。改めて

日頃より、普及活動に御協力を賜っておりますこと厚く感謝申し上げます。 

 

 農業現場では、飼料・肥料など資材価格の高騰や、畜産においては子牛価格の低迷、

数年来続く夏の異常高温による農作物被害など、農業を取り巻く環境は大変厳しい状

況が続いておりますが、農業者の皆様をはじめ関係機関・団体と一体となってこの難

局を乗り越えていかなければと強く心に刻んでいるところです。 

 

昨年は食料・農業・農村基本法が改正され、食料安全保障についての考え方が抜本的

に強化されました。一方で、最近、米の価格が大幅に高騰しており、消費者や農業関係

者に大きな影響を与えています。高価格により、農業者が得られる手取りが増える可

能性はあるものの、高価格が消費者の購買意欲を減少させ、結果的に需要が減少する

リスクもあります。あらためて農産物の安定的供給が重要との認識をさせられている

ところです。また、アメリカによる相互関税やＭＡ米の輸入量に関する動きもあり、今

後の動向を注視していく必要があります。 

 

さて、当センターは、今春の人事異動による転入６名、新採用１名を含む 20 名体

制で、気持ちも新たに始動しています。転入された職員には早く地域と人に慣れて、新

しい力となって活躍することを願っています。引き続き職員一丸となり、生産性の高

い農業の実現はもちろんのこと、時代の波を超えて地域農業が次代へとつながるよう、

農業者の皆様の経営力の向上に向けて全力で支援を続けていきます。 

本年度も職員一同よろしくお願 いします。 

 

新年度のごあいさつ  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

春の農繫期を迎えます。農作業事故を防ぎ安全な作業をお願いします。 

 

 

期間：令和７年４月 15 日(火)～６月 15 日(日) 

 

令和７年度農作業安全スローガン 

「忘れずに！点検・確認・安全管理  

無事故で終える収穫作業」 
 

盛岡農業改良普及センター 

普及指導計画の紹介 
      

 
【重点推進事項】 

I 次世代の地域農業を担う経営体の育成 

１ 地域の担い手となる経営体の育成 

２ 次世代の担い手の確保・育成 

 ３ 活躍する女性農業者の育成 
 
II 生産性・市場性の高い安全・安心な産地づくり 

１ 実需等のニーズに対応した作物の産地形成 

２ 野菜産地を担う経営体の育成と産地の持続的発展 

３ 実需ニーズに応える花き産地の形成

４ 持続的な果樹産地の形成 

５ 安定的な畜産経営体の育成 

６ 環境に配慮した農業生産の推進 
 

III 魅力ある農村づくりの推進 

 １ 農村ビジネスの振興 

 ２ 食文化伝承活動の推進 

  

普及センターでは、４年ごとに見直した普及活動計画をもとに業務を行っています。

今年度は普及活動指導計画改定後３年目であり、令和８年度まで下記の内容を中心に

活動してまいります。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産地育成課  電話：629-6730，6732 

〇生産性・市場性の高い産地づくりを目指します。 

技術主幹兼産地育成課長 工藤
く ど う

 恵
めぐみ

 

作物振興：臼井
う す い

 智彦
ともひこ

、中村
なかむら

 ゆりか 

野菜振興：佐藤
さ と う

 聡
そう

太
た

 

果樹振興：大野
お お の

 浩
ひろし

、佐々木
さ さ き

 祥子
しょうこ

  

花き振興：鎌田
か ま だ

 和樹
か ず き

     

経営指導課  電話：629-673３ 

〇大規模経営の経営改善や所得向上に向けた支援を行います。 

経営指導課長 前山
まえやま

 薫
かおる

 

集落営農：柿崎
かきざき

 理
みち

央
お

 個別経営：小原
お ば ら

 聡
そう

大
た

 

畜産経営・畜産振興：佐々木
さ さ き

 正俊
まさとし

、三
さん

合堂
ごうどう

 和美
か ず み

 

施設園芸経営・環境制御：島田
し ま だ

 真璃奈
ま り な

、山崎
やまざき

 穂
みのり

 

 

地域指導課  電話：629-672７，６７２6 

〇新規就農者の確保・育成や農村活性化に向けた支援を行います。 

地域指導課長 高橋
たかはし

 昭喜
あきよし

 

認定農業者・女性組織：佐藤
さ と う

 嘉彦
よしひこ

 

新規就農・農業農村指導士・食の匠：小田島
お だ し ま

 芽里
め り

 

新規就農・青年組織活動：川嶋
かわしま

 美紀
み の り

 

産直・農村起業・女性組織：今井
い ま い

 裕之
ひろゆき

    

  

 

所長 荻内
おぎうち

 謙吾
け ん ご

 

盛岡農業改良普及センター組織体制 
     ～令和７年度の紹介～ 

 大規模化や担い手確保、技術の高度化などの課題解決に向けて、活動対象

者を明確化し、経営体の所得向上や産地づくり、担い手育成などを進めるた

めに、３課体制のもと支援を行います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所長 

荻内
おぎうち

 謙吾
け ん ご

  
○前任地：宮古農業改良普及センター 
 
盛岡農業改良普及センターは初の勤務となります。

畑作関係の研究に長く従事しおりましたが、県職員人
生の終盤は普及や行政に携わることが多くなりまし
た。現在の農業情勢は大変厳しいものがございます
が、農業者の皆様の収益向上に向けて、普及センター
一丸となって取り組んで参ります。どうぞよろしくお
願いいたします。 

技術主幹兼地域指導課長 

高橋
たかはし

 昭喜
あきよし

  
○前任地：一関農業改良普及センター 
 
はじめまして。4 月に地域指導課に配属になりまし

た高橋と申します。少しでも地域の皆様のお役に立て
るよう少し（少しかい！）頑張りますのでよろしくお
願いします。 

 

農業普及員 

鎌田
か ま だ

 和樹
か ず き

  
（担当:花き） 

○前任地：岩手県農業研究センター 

盛岡農業改良普及センターは初めての勤務となり
ます。前任地では、農業大学校向かいにある花きセン
ターの担当をしておりました。普及センターでは花き
の生産振興を担当します。盛岡地域の課題解決のお役
に立てるように、現場に寄り添った活動をしていきた
いと思います。よろしくお願いします。 

農業普及員 

佐々木
さ さ き

 祥子
しょうこ

  
（担当:果樹） 

○前任地：大船渡農業改良普及センター 

大船渡農業改良普及センターから異動してまいり
ました。前勤務地では、果樹や環境保全型農業の推進
を担当していました。盛岡農業改良普及センターでは
主に果樹を担当します。農業者の皆様と一緒に、課題
解決に取組んでいきたいと考えておりますので、よろ
しくお願いします。 

 

 

   

  

  

技師 

中村
なかむら

 ゆりか  
（担当:作物） 

○新採用 

新採用として配属になりました。作物を担当させて
いただきます。まだまだ至らない点もありますが、い
ち早く地域の皆様の力となれるよう精一杯頑張りま
す。よろしくお願いいたします。 

技師 

小原
お ば ら

 聡
そう

大
た

  
（担当:経営） 

○前任地：久慈農業改良普及センター 

 

久慈農業改良普及センターから異動してまいりま
した。前任地では主に水稲を担当していました。盛岡
では個別経営体改善支援の担当となります。それぞれ
の経営体の悩みを改善できるように取り組んでまい
りますので、よろしくお願いいたします。 

技師 

三合堂
さんごうどう

 和美
か ず み

  
（担当:畜産） 

○前任地：中部農業改良普及センター 

中部農業改良普及センターから異動してまいりま
した。前任地では酪農と稲 WCS を主とした自給飼料の
担当でした。今回は肉用牛の担当となります。初めて
の異動で慣れない部分も多くありますが、積極的に現
場の皆様と関わって盛岡地域の畜産振興のために努
めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

編集後記：決意表明 
 無事、配属８年目を迎えました。毎年３月には
多くの職員を見送り、４月にはシュレッダーの場
所やコピー機の使い方指南など転入者の案内役
になってきました。盛岡で見送った２年後に盛岡
で同一職員を歓迎したこともあります。こうなれ
ば意地です。10 年、いや、定年まで盛岡普及に
いる覚悟です。そのためにも農家の皆様に必要と
される普及員を目指します！担当の産直・起業を
はじめ、皆様の所得向上に一層励みます！（編集
担当） 

  

 

転入者の紹介 


